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平成２４年度評価問題「ゆうチャレンジ （熊本県学力調査） 中学校２年 数学 解答及び配点一覧 №１」

大問 中問 連番 観点 やや満足及び概ね満足できる解答状況 十分満足できる解答状況 配点配点

１ １ ① 技能 ３ ＋７ ５（ ） x y

２０ ２ ② 技能 ５ ＋３ ５（ ） x y
点

３ ③ 技能 ３ ５（ ） y

４ ④ 技能 － ＋１７ ５（ ） x y

２ １ ⑤ 技能 ( ， ）＝(２ ，－３) または ５（ ） x y
＝２ ， ＝－３x y

３０
点 ２ ⑥ 考え ○右に示した３つのうち１つ正解してい １ ○次の３つとも正解している。 ５（ ）

る。
・ の体積 ｈA π r ２

○右に示した３つのうち２つ正解してい ３
r hる。 ・ の体積 ３B π ２

・体積の関係 ㋒

３ ⑦ 技能 ○正答１つにつき１点とする。 １ ○（－１，６ ，(－２，３)， ５（ ） ）
○誤答１つにつき－１点とする。 （－３，２ （－６，１）の４点），～
（ただし正答１つ，誤答１つは０点等） ３ をすべて書いている。

４ ⑧ 技能 ５（ ）

５ ⑨ 知識 ○対称移動という用語は書いているが， ２ (例) ５（ ）
対称の軸など説明が不足している。 ○ＤＨ(ＤＭ)を対称の軸として対称

(例) 移動する。
・対称移動する。 など，移動の正しい説明ができて

いる。
○対称の軸という記述が書かれていない ３。
（例）
・ＤＨ(ＤＭ)で対称移動する。

６ ⑩ 技能 ○半径10ｃｍの球の表面積を半分にする ３ ３００π cm ５（ ） ２

ことまでは求めている (200πcm )。 ２

３ １ ⑪ 知識 ○アについてＮ市 那覇市 が多いこと ３ (例） ５（ ） （ ） ，
イについてＫ市（熊本市）が多いこと ア…Ｋ市(熊本市)は合計２３日，Ｎ

１０ は書いているが，合計日数まで書いて 市(那覇市)は合計２７日で，Ｎ市
点 いなかったり，合計日数が間違ったり (那覇市)の方が多い。

している。 イ…Ｋ市(熊本市)は合計４日，Ｎ市
(那覇市)は合計０日で，Ｋ市(熊本

○ア、イともに合計日数までは書いてい ４ 市)の方が多い。
るが、日数の比較については書いてい
ない。

２ ⑫ 関心 ○中央値（メジアン ，最頻値（モード） １ ○次のどちらかを記述している。 ５（ ） ）
という言葉を使わず，最高気温につい
てのみ記述している。 (例）

(例） ・最高気温についての中央値（メジ
・最高気温についてはＫ市（熊本市）の アン）は，Ｋ市（熊本市）の場合

方が高い。 は３３℃以上３４℃未満の階級に
あるが，Ｎ市（那覇市）の場合は

○中央値（メジアン ，最頻値（モード） ２ ３１℃以上３２℃未満の階級にあ）
という言葉を使ってはいるが，具体的 り，Ｋ市（熊本市）の方が高い。
な数値を示していない。

(例) ・最高気温についての最頻値（モー
・最高気温についての中央値はＫ市（熊 ド）はＫ市（熊本市）の場合は

， （ ）本市の）方が高い。 ３４ ５℃であるが Ｎ市 那覇市.
の場合は３１ ５℃であり，Ｋ市.

○右の（例）における下線部分が正確に ３ （熊本市）の方が高い。
表現できていない。

（例）
（ ）・最高気温についての中央値 メジアン

は，Ｋ市（熊本市）の場合は３３ ５℃.

Ｂ
○正しい作図をしているが，点Ｐを記入

していない。
３



平成２４年度評価問題「ゆうチャレンジ （熊本県学力調査） 中学校２年 数学 解答及び配点一覧 №２」

大問 中問 連番 観点 やや満足及び概ね満足できる解答状況 十分満足できる解答状況 配点配点

３ であるが，Ｎ市（那覇市）の場合は
３１ ５℃である。 ※⑪，⑫の熊本市，那覇市の表記.

については，熊本市をＫ市，那
○ほぼ右の（例）のように記述できてい ４ 覇市をＮ市で表現してもよい。

るが，Ｋ市（熊本市）が高いことを書
いていない。

４ １ ⑬ 技能 ○左辺 右辺 に４ ＋７ の項がある ２ ４ ＋７ ＋５０＝３８６ ５（ ） （ ） 。x y x y
（ ）変形可

１５
点 ２ ⑭ 知識 ○( ， )の組として次のいずれかを ５（ ） x y

書いている。

(0,48),(7,44),(14,40),(21,36),
(28,32),(35,28), (42,24),(49,20),
(56,16),(63,12), (70,8),(77,4),
(84,0)

３ ⑮ 考え ○連立方程式が正しく立式できている。 ３ ・ ４ ＋７ ＋ ＝ ５（ ） x y 50 386
＋ ＝ （変形可）50 500 15750x y

○連立方程式が正しく立式できており， ４ (正しく途中の計算をしている)
５０円硬貨と５００円硬貨のどちらか ５０円硬貨 ３５ 枚
一方を正しく求めている。 ５００円硬貨 ２８ 枚

５ １ ⑯ 知識 ○グラフの交点の座標は（３，２） ５（ ）
であるから，連立方程式の解は

１５
点 ＝３x

＝２ ※解のみでも可y

２ ⑰ 関心 ○右の３つの内容について、それぞれが ○以下の３つの内容が含まれている ５（ ） 。
書かれていると部分点を与える。 ・２つの２元１次方程式をそれぞれ

・２つの２元１次方程式をそれぞれ等式 ２ 等式変形することで， = + のy ax b
変形することで， = + の形に変形 形に変形する。y ax b
する ２点 ・２つのグラフをかく。。 （ ）

・２つのグラフをかく １点 １ ・２つのグラフの交点の座標を読み。 （ ）
・２つのグラフの交点の座標を読み取り ２ 取り，その値を解とする。，

その値を解とする ２点 など。 （ ）

３ ⑱ 考え ○駐車場Ａと答えている。 ２ ○駐車場Ａを記入し，その理由を根 ５（ ）
拠を明らかにして記述している。

○駐車場Ａと答えているが，説明の中に ３
それぞれの駐車場の料金が示されてい ○グラフから駐車場Ａ～Ｃの料金を
ない。 読み取り，駐車場Ａが最も安くな

（例） ることを記述している。
・グラフで見ると，４時間の時，駐車場 （例）

Ａのグラフが一番下にあるから。 ４時間利用したとき，料金は，駐
車場Ａは６００円，駐車場Ｂは
８００円，駐車場Ｃは１０００円

， 。だから 駐車場Ａが最も安くなる

○実際の駐車料金を計算や式で求め
て，駐車場Ａが最も安くなること
を記述している。

（例）
・４時間利用したときの料金は

300+100 3=600駐車場Ａは， ×
100 8=800駐車場Ｂは， ×

駐車場Ｃは， 円（一定）1000
， 。だから 駐車場Ａが最も安くなる

※ 計算は，加法で求めていても
可とする。

【授業改善の視点】生徒は１年，２年において，関数関係にある様々な事象について考察を
深めてきている。身の回りには，具体的な事象から二つの量を取り出し，それらの中に関数
関係を見いだすことによって問題を解決する事象も数多くある。この問題は，あいこさんが
身近な事象について，これまでの学習内容をもとに，二つの数量の関係についてグラフに表
して考えたという設定を行っている。

身の回りの事象を生徒の学習経験に沿って，表やグラフに表し数学的に考察したり，数学
的な表現を用いて的確に説明できるような場を設定することが大切である。



平成２４年度評価問題「ゆうチャレンジ （熊本県学力調査） 中学校２年 数学 解答及び配点一覧 №３」

大問 中問 連番 観点 やや満足及び概ね満足できる解答状況 十分満足できる解答状況 配点配点

６ １ ⑲ 関心 ○きまりにしたがって，２けたの整数を １ ○きまりにしたがって，２けたの整 ５（ ）
２つとも作っている。 数を２つとも作り，その和を正し

１０ く求め，予想として「１１」の倍
点 ○きまりにしたがって整数を２つ作り ２ 数と答えている。,

その和を正しく求めている。 (例)

○予想の「１１」の倍数の部分のみ答え ３ …５６
ている。

…９８ ５６＋９８
＝１５４

(２) ⑳ 考え ○空欄の２か所を正しく書いている。 １ ○空欄の３か所とも正しく書き，説 ５
明を正しく書いている。

○空欄の３か所とも正しく書いている。 ２ (例)空欄上段より
・ ＋( ＋１)10 a a

○空欄の３か所とも正しく書き，説明の ３ ・ －１b
( ＋ )または ＋ への変形 ・ ＋( －１)11 11 11 10a b a b b b

ができている。 ※かっこなし，変形可

（説明の例１）
＋( ＋ )＋ ＋( － )10 1 10 1a a b b

11 1 11 1○十分満足できる解答状況から ４ ＝ ＋ ＋ －a b
a b a b a b「 , は自然数なので， は自然数 ＝ ＋+ 11 11

である」ことに触れていない。 ＝ ( ＋ )11 a b
a b a bここで , は自然数なので ＋

も自然数である。
したがって，２つの整数の和は，

１１の倍数になる。

○十分満足できる解答状況から （説明の例２）
「 は自然数なので， ， は ＋( ＋ )＋ ＋( － )a b a b a a b b, 11 11 11 10 1 10 1

11 11 11 1 11 1の倍数で， の倍数の和は の倍 ＝ ＋ ＋ －a b
a b数である」ことに触れていない。 ＝ ＋11 11

ここで は自然数なので ，a b a, 11
は の倍数で， の倍数の和は11 11 11b

１１の倍数になる。

【授業改善の視点】問題に当てはまる数を具体的に考えることを通して，その数の規則性に
気づくことができる。発見した規則性に対して文字を使って説明する活動を取り入れる。

５ ６

９ ８


